








4

西 光 清

中 川 才 助

山 本 幸 夫

山 口 雄

川 端 英 治

（敬称略）

2 8 年

1 1 年

1 1 年

1 0 年

1 0 年

氏　　名 本会役員年数 備　　考

30 年以上　=　なし

20 年以上　=　1名

10 年以上　=　4名

各務正人近畿運輸局長から
感謝状を受ける西光清会長

永年勤続役員感謝状を受ける
山本幸夫理事

旭都島トラック事業協同組合

和 泉 運 輸 事 業 協 同 組 合

茨 木 運 輸 事 業 協 同 組 合

大 阪 運 送 事 業 協 同 組 合

大阪エフエル物流事業協同組合

大 阪 海 陸 運 輸 協 同 組 合

大阪河南運輸事業協同組合

大阪河北運輸事業協同組合

大 阪 貨 物 自 動 車 協 同 組 合

大阪市中央自動車運輸協同組合

大 阪 新 中 央 運 輸 協 同 組 合

大 阪 中 央 陸 運 協 同 組 合

大 阪 東 部 運 送 協 同 組 合

大阪トラック流通事業協同組合

協同組合大阪南港配送センター

大阪南部運送事業協同組合

3 6 年

3 2 年

3 2 年

3 2 年

3 1 年

3 9 年

3 2 年

3 2 年

3 2 年

3 4 年

3 2 年

4 0 年

4 0 年

3 2 年

3 3 年

3 9 年

名　　称 本　会
会員年数

創立 40 周年記念事業

記念表彰

大 阪 南 輸 事 業 協 同 組 合

大 阪 西 運 輸 事 業 協 同 組 合

大 阪 西 貨 物 事 業 協 同 組 合

大阪ニシセイ運送事業協同組合

大 阪 東 貨 物 運 送 協 同 組 合

大 阪 府 重 量 運 輸 協 同 組 合

大 阪 府 ト ラ ッ ク 協 同 組 合

大阪北部鉄鋼輸送協同組合

大 阪 木 材 運 輸 協 同 組 合

大 阪 陸 運 事 業 協 同 組 合

大 阪 流 通 事 業 協 同 組 合

大 淀 運 送 事 業 協 同 組 合

貝 塚 貨 物 運 送 協 同 組 合

柏 運 送 協 同 組 合

関 西 運 送 事 業 協 同 組 合

関西貨物運送事業協同組合

岸 貝 運 輸 業 協 同 組 合

旭 東 運 送 協 同 組 合

3 4 年

3 2 年

3 9 年

3 7 年

4 0 年

4 0 年

4 0 年

3 7 年

4 0 年

4 0 年

4 0 年

4 0 年

3 3 年

3 7 年

4 0 年

3 2 年

3 3 年

4 0 年
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氏　　名 本会勤続年数 備　　考

30 年以上　=　2名

20 年以上　=　なし

10 年以上　=　4名

　5 年以上　=　1名

永年勤続職員表彰を受ける
四宮加奈子さん

近畿トラック運送協同組合

協同組合近畿輸送情報センター  

く だ ら 運 輸 事 業 協 同 組 合

堺 市 運 輸 事 業 協 同 組 合 

商 工 運 輸 協 同 組 合   

城 東 物 流 協 同 組 合

新 大 阪 運 輸 事 業 協 同 組 合  

協同組合新大阪貨物流通センター

住 吉 貨 物 自 動 車 協 同 組 合

全 大 阪 運 送 事 業 協 同 組 合

泉州貨物輸送事業協同組合

泉州トラック事業協同組合

泉 南 陸 運 事 業 協 同 組 合

大 正 運 輸 事 業 協 同 組 合

大正トラック事業協同組合

高 槻 運 輸 事 業 協 同 組 合

天 王 寺 運 輸 協 同 組 合

東部トラック事業協同組合

4 0 年

3 8 年

4 0 年

3 1 年

4 0 年

3 3 年

3 8 年

3 3 年

3 2 年

4 0 年

4 0 年

3 2 年

3 5 年

3 7 年

3 2 年

3 2 年

3 2 年

3 7 年

富田林トラック運送事業協同組合

西 大 阪 運 送 事 業 協 同 組 合

西 浪 速 運 送 事 業 協 同 組 合

西 淀 運 輸 事 業 協 同 組 合 

羽曳野藤井寺運輸協同組合

東 大 阪 運 送 事 業 協 同 組 合  

東 大 阪 運 輸 事 業 協 同 組 合

東大阪鉄鋼輸送事業協同組合

東大阪トラックターミナル事業協同組合

日立物流関西事業協同組合

引 越 専 門 協 同 組 合 関 西

布施貨物自動車運送事業協同組合

ローカルネットオール大阪協同組合

3 2 年

3 9 年            

4 0 年            

3 2 年 

3 2 年

4 0 年

4 0 年

3 2 年

3 2 年

3 2 年

3 0 年

3 2 年

3 2 年

池 谷 成 之  
岡 本  良  一  
田 口 義 隆  
小 島 浩  
三 宅 博  
四    宮    加 奈 子    
高 木  明 子

（敬称略）

3 7 年
3 7 年
1 9 年
1 8 年
1 2 年
1 0 年
9 年

会員表彰を受ける永崎光雄
大阪東部運送協同組合理事長
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大阪梅田運輸事業協同組合

大 阪 北 ト ラ ッ ク 協 同 組 合

大阪高速トラック協同組合

大阪第一トラック協同組合

大阪中央トラック協同組合

大阪中島運輸事業協同組合

大 阪 東 ト ラ ッ ク 協 同 組 合

大 阪 南 ト ラ ッ ク 協 同 組 合

オ ブ ス 事 業 協 同 組 合

関西物流サービス事業協同組合

関西流通センター協同組合

2 7 年

2 9 年

2 4 年

2 4 年

2 6 年

2 2 年

2 9 年

2 9 年

2 3 年

2 0 年

2 9 年

近 畿 物 流 事 業 協 同 組 合

新 淀 川 運 送 事 業 協 同 組 合

タ カ ラ 物 流 協 同 組 合

東 住 運 輸 事 業 協 同 組 合

ナ ニ ワ 運 送 事 業 協 同 組 合

なにわトラック事業協同組合

東 淀 川 運 輸 事 業 協 同 組 合  

藤 原 運 送 事 業 協 同 組 合    

物 流システム事業協同組合

豊興グループ事業協同組合

2 9 年

2 6 年

2 1 年

2 4 年

2 0 年

2 2 年

2 2 年 

2 8 年 

2 2 年

2 8 年

名　　称 本　会
会員年数 名　　称 本　会

会員年数

大 阪 車 庫 事 業 協 同 組 合 

大 阪 長 野 運 輸 協 同 組 合  

大 阪北部運輸事業協同組合  

関西貨物情報システム事業協同組合        

岸和田木コン流通事業協同組合 

近畿トラックセービング協同組合

近 畿 生 コ ン 輸 送 協 同 組 合

近畿バラセメント輸送協同組合 

1 9 年

1 8 年

1 7 年

1 0 年  

1 4 年

1 1 年          

1 1 年          

1 1 年          

協同組合この花トランスポートサービス

つ ば め グ ル ー プ 協 同 組 合   

浪 速 南 事 業 協 同 組 合

協同組合ネットワークなにわ  

ホックス大阪物流ネットワーク協同組合

丸 協 グ ル ー プ 協 同 組 合

協同組合淀川協同センター

1 6 年

1 4 年

1 2 年          

1 5 年

1 2 年          

1 3 年

1 4 年

名　　称 本　会
会員年数 名　　称 本　会

会員年数

下記の選考基準により感謝状および表彰状を贈呈する。
記

※表彰基準日を平成19年10月20日(創立総会の昭和42年10月2日より40年を経過する日)とする。

1  感  謝  状
① 本会の役員として基準日において30年以上在任する者
② 本会の役員として基準日において20年以上在任する者
③ 本会の役員として基準日において10年以上在任する者
2  表  彰  状
① 本会の会員として基準日において30年以上活動する事業協同組合
② 本会の会員として基準日において20年以上活動する事業協同組合
③ 本会の会員として基準日において10年以上活動する事業協同組合
④ 本会の専従役職員として基準日において30年以上在籍する者
⑤ 本会の専従役職員として基準日において20年以上在籍する者
⑥ 本会の専従役職員として基準日において10年以上在籍する者
⑦ 本会の専従役職員として基準日において5年以上在籍する者

(但し、④～⑦で関係団体より転入した者については、前在籍年数を通算する。)

 創立40周年表彰選考基準
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このたび大阪府貨物運送協同組合連合会が創立 40 周年を迎えられましたことを心からお祝い

申し上げます。

また、皆様方には国土交通行政全般にわたりまして日頃からご理解とご協力を賜っております

ことに対し、この場をお借りしまして厚くお礼申し上げます。

貴連合会は、昭和42年10月に設立され、当時は30協同組合、傘下組合員数437社での発足であっ

たと聞いておりますが、創立 40 年の長きにわたり、中小貨物自動車運送事業者の組織化に努め、

今日 119 協同組合、傘下組合員数 1726 社を有する伝統ある組織へと発展されたわけであります。

以来、「教育情報事業」と「経済事業」を大きな柱として、中小貨物運送自動車事業者の組織

化や在阪協同組合の指導団体として発展されて参りました。

さて、我が国は景気も緩やかな回復と言われておりますが、貨物運送業界におきましては運賃

水準の低下、燃料価格の高騰や長距離ドライバー不足の問題は、一層深刻化する傾向にあり、経

営環境が厳しい状況にあります。

また、国土交通省が平成 19 年 5 月に公表した貨物流動調査によりますと、平成 17 年度の航空

を除いた全運送機関の総貨物量は、約 55 億 8400 万トンであり、過去最高のピークだった平成 3

年度からは 19.7% 減少し、11 年度以降、6年連続の減少となっております。

このような中、トンキロベースで国内物流の約 6割を占めるトラック輸送は、我が国の経済産

業活動と国民生活を支える重要な基盤として大きな役割を担っており、また、公共輸送機関たる

トラック運送事業の社会的使命として「社会との共生」を目標に、環境改善の取り組みや事故防

止策、物流ニーズの変化への対応などに取り組む必要があります。

こうした社会的要請の下、貴連合会は大阪府下唯一の連合会として、大阪の協同組合の指導、

WebKIT 事業の普及促進など各種共同事業を推進され、協同組合の活性化を図り、貨物自動車

運送事業者の社会的、経済的地位の向上に努められてこられたことに改めて敬意を表する次第で

ございます。

今後とも、日本貨物運送協同組合連合会、社団法人大阪府トラック協会との連携のもとに、貨

物運送業界のさらなる発展のため、新しい事業に積極的に取り組んでいっていただくようお願い

するものであります。行政といたしましても、皆様方の新しい発想が生かされますよう関係機関

とも必要な連携を図りながら貨物運送事業の健全な発展のため努めて参る所存です。

貴連合会が傘下会員と手を携えて、協同組合の円滑な運営、健全な事業の発展と経営基盤の強

化を図り、物流の高度化、安全・安心の確保、環境問題等に取り組まれ、未来に向けて力強い一

歩を踏み出されることを期待するものであります。

この 40 周年を契機に、大阪府貨物運送協同組合連合会が、今後、益々発展されることを祈念

いたしまして、私のお祝いの言葉といたします。

近畿運輸局長　各務　正人 様



ご来賓祝辞

8

本日は創立 40 周年記念式典が盛大に行われ、誠におめでとうございます。

大貨協連には私どもの船場支店、傘下の協同組合には大阪府内の 6支店が大変お世話になって

おります。大貨協連、また傘下協同組合には、私どもに 3億円を超える出資をいただいています

し、多額の商工債権のお引受もお願いしております。もちろん、協同組合並びに組合員の皆さん

に融資もご利用いただいております。本当に色々な面で商工中金を支えていただいております。

また、ここ数年にわたる商工中金の民営化につきましてもご支援をいただきました。改めて厚

くお礼申し上げます。

大貨協連は昭和 42 年 10 月に設立。以来 40 年、組織化された貨物自動車運送業界の協同組合

を指導する団体、あるいは経済団体として多大な業績を挙げ、貢献をされてこられました。長年

にわたって努力された役職員の方々に敬意を表したいと思います。

今後は 50 周年、60 周年を目指し、大阪の貨物自動車運送業界にとってなくてはならない連合

会として発展されることを祈念します。

私ごとで恐縮ですが、商工中金は平成 20 年 10 月に株式会社化し、政府出資の特殊会社として

組織転換します。現在各方面の準備を進めております。新しい会社の定款を定めたり、役員構成

を決める転換計画に対して認可を得なければなりません。このため、転換計画検討委員会を設置

し、議論しています。委員の中には、日本貨物運送協同組合連合会の小笠原和俊会長にも全国の

取引先を代表する 16 名の委員の一人として貴重な意見をいただいているところであります。

こういった準備作業をしっかりやっていきますが、今日お集まりの皆さん方にも、色んな場面

で情報提供し、交換し、ご意見をいただきながら失敗のないよう組織の転換をしてスタートさせ

たいと思っておりますのでよろしくお願い致します。

お祝いの言葉がお願いごとになって恐縮ですが、大貨協連の今後益々のご発展、今日お集まり

の皆さん方のご健勝と社業のご繁栄を祈って、お祝いの言葉とさせていただきます。

商工組合中央金庫

理 事　安倍　保 様
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大阪府貨物運送協同組合連合会の創立 40 周年記念式典を挙行されるに当たり、一言お祝いの

言葉を申し上げます。

貴連合会は、昭和 42 年に大阪府内の 30 のトラック運送事業協同組合が結集して発足されて以

来、大貨協連として会員に親しまれながら常に積極的な事業活動と組織化に取り組まれ、今日で

は 119 協同組合、1700 余の組合員を擁する大組織に発展されましたことは、ご同慶の至りであ

ります。これはひとえに、歴代の会長、副会長をはじめとする役員、会員の皆様方のご苦労とご

精進の賜物と心より敬意を表する次第であります。

顧みますと、大阪府貨物運送協同組合連合会の設立されました昭和 42 年は、いざなぎ景気の

最中であり、トラック輸送産業は昭和 38 年に近代化指定業種の指定を受け業界を挙げて近代化

に取り組んでいた時期で、その後 40 年間にわたって、貴連合会は府下の協同組合並びにその組

合員事業者の事業発展を第一に、その時々の最先端の事業に全国で率先して取り組まれるなど時

代の先端を歩まれ続けていることに対し、西光会長の卓越した指導力と会員協同組合の強い結束、

そして事務局の皆様のご努力があってのものと、感服するところであります。

さて、トラック運送事業協同組合並びに業界におきましては、ここ数年、燃料価格の高騰に苦

しめられ、運賃への燃料価格上昇分の転嫁もままならないなど、事業協同組合並びに会員事業者

の円滑な事業運営を拒む諸課題が山積いたしております。

このような状況の中で、本年度より日貨協連では燃料の共同購入制度を開始致しました。制度

の定着と発展のためには、より多くの連合会、協同組合の参加が不可欠であり、そうした中に

あって貴連合会からは開始と同時に制度へのご参加を頂き、大変心強く感じているところであり

ます。また、トラック運送業界も 6万社時代を迎えて一層競争が厳しくなっておりますが、協同

組合に参加する事業者の数は伸び悩んでおり、それとともに、経済構造の変化の中で協同組合事

業への参加率も頭打ちの状態となっています。しかしながら、こうした時代こそ協同組合による

共同の力が必要となって参ります。このような状況の中で、貴連合会では、日貨協連が推進する

WebKIT 事業を連合会として積極的に取り組まれ、協同組合や組合員の求心力を高めておられ

ます。このことは、まさに全国の連合会、協同組合の組織強化推進の模範となっております。

日貨協連といたしましては、これからもKIT 事業の拡大発展を図ることをはじめ、現在実施

しております諸事業をこれまで以上に推進していく所存であります。皆様のご期待に沿えるよう、

着実に前進してまいりたいと考えておりますので、この上ともご支援を頂戴できれば誠に幸甚に

存ずる次第であります。

終わりにのぞみ、協同組合の最大規模を誇る大阪府貨物運送協同組合連合会の活動は、全国の

協同組合の模範となるものであり、設立 40 周年をひとつの折り目として更なる前進を遂げられ、

会員事業者の方々ともどもますますのご隆盛を心よりご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせてい

ただきます。

日本貨物運送協同組合連合会

会　長　小笠原　和俊 様
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大貨協連の創立 40 周年、誠におめでとうございます。また、皆様方には平素、大阪府トラッ

ク協会の運営等につきまして格別のご指導、ご支援を賜っておりますことに心から厚くお礼を

申し上げます。

さて、貴連合会は、昭和 42 年 10 月、トラック運送事業の近代化、高度化、組織化を図り、社会的、

経済的地位の向上を目指して大阪府下の各協同組合の連合体として発足されました。爾来 40 年、

時代の変遷とともに社会構造が大きく変革する中で、会員各位の結束と協力のもと協同組合の理

念である相互扶助の精神にのっとり、協同組合の活性化、組織化に努力を重ねてこられました。

皆様方のご努力は、今日では、全国一の貨物運送協同組合の連合会組織として揺るぎない地位を

築かれ、大きな発展を遂げられたのでございます。この発展には、さきほど表彰を受けられた皆

様方のご貢献は多大であります。ここで改めて皆様方に心から敬意を表するものであります。

また、貴連合会は、業界の経済事業団体として組合員のため、経済事業をはじめ各種共同事業

を展開され、トラック運送業界の社会的、経済的地位の向上など業界の近代化に大きな成果を挙

げられましたことは、業界内外において広く認識されているところでございます。これもひとえ

に、組合の皆様方の団結力と組織力、そして歴代の会長をはじめ役員の方々並びに関係各位の皆

様方の多大な努力の賜物であります。ここに改めて心から敬意を表する次第です。

現在トラック運送業界は、環境問題、安全問題、事業の適正化問題をはじめ、道路特定財源

の一般財源化問題、自動車関係諸税の軽減問題、また燃料価格の高騰問題、さらには阪神高速

道路の対距離料金制問題など、多くの宿題が山積する誠に厳しい状況が続いているところでご

ざいます。

このような大変厳しい状況下にありますが、貴連合会が担う役割は極めて重要であります。引

き続き、そのご活躍を大いに期待するところでございます。どうか西光会長様を中心に役員の皆

様方並びに会員の皆様方が一致結束を図られ、貴連合会のさらなる発展のためにご尽力いただき

ますとともに、車の両輪関係にございます大阪府トラック協会の運営につきましてもより一層の

お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

結びに当たりまして、本日創立 40 周年を契機とされまして、大阪府貨物運送協同組合連合会

のさらなる発展と、会員各位のご事業の発展、ご出席の皆様方のご健勝、ご多幸を心から祈念し

てごあいさつとさせていただきます。

社団法人 大阪府トラック協会

会　長　大和　健司 様
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